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(57)【要約】
【課題】低音の再生と同時に低音の音圧を聴者の身体に
伝えることによってより高い臨場感が得られるウェアラ
ブルスピーカシステムを提供する。
【解決手段】ウェアラブルスピーカシステムは、Ｕ字状
のエンクロージャ１０１を有し、エンクロージャ１０１
の第１端部領域１０１Lには、第１スピーカユニット１
０２Lが配置され、第２端部領域１０１Rには、第２スピ
ーカユニット１０２Rが配置され、中央部領域１０１Cと
第１端部領域１０１Lとの間および中央部領域１０１Cと
第２端部領域１０１Rとの間は、第１重り１０５Lおよび
第２重り１０５Rを中間に有する伸縮可能な第１蛇腹部
１０７Lおよび第２蛇腹部１０７Rとしてそれぞれ構成さ
れており、中央部領域１０１Cが、第１および第２スピ
ーカユニット１０２L、１０２R側に位置する低音放出用
の第１開口部１０４Lおよび第２開口部１０４Rを備えて
いる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｕ字状のエンクロージャを有するウェアラブルスピーカシステムであって、
　前記エンクロージャの第１端部領域には、第１スピーカユニットが配置され、
　前記エンクロージャの第２端部領域には、第２スピーカユニットが配置され、
　前記エンクロージャの中央部領域と前記第１端部領域との間および前記中央部領域と前
記第２端部領域との間は、重りを中間に有する伸縮可能な蛇腹部としてそれぞれ構成され
ており、
　前記エンクロージャの前記中央部領域が、前記第１スピーカユニットおよび前記第２ス
ピーカユニット側に位置する低音放出用の開口部を備えていることを特徴とするウェアラ
ブルスピーカシステム。
【請求項２】
　前記エンクロージャの前記中央部領域と前記第１端部領域との間および前記中央部領域
と前記第２端部領域との間を固定的に保持する外面構造が、前記蛇腹部の周囲を含む一定
の範囲に形成されていることを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルスピーカシステ
ム。
【請求項３】
　前記重りが、連通口を備え、該連通口が、前記重りの一端または両端から所定の長さで
突き出ているダクトから構成されることを特徴とする請求項１または２に記載のウェアラ
ブルスピーカシステム。
【請求項４】
　前記エンクロージャが、前記中央部領域において、内部空間を分離する隔壁を備えてい
ることを特徴とする請求項１から３のいずれか１に記載のウェアラブルスピーカシステム
。
【請求項５】
　前記エンクロージャの前記中央部領域から、前記エンクロージャの外部に突き出て、前
記第１スピーカユニットおよび前記第２スピーカユニットに沿ってそれぞれ延伸するバス
レフダクトを有し、
　それぞれの前記バスレフダクトの終端が前記第１スピーカユニットおよび前記第２スピ
ーカユニット付近で開口していることを特徴とする請求項１から４のいずれか１に記載の
ウェアラブルスピーカシステム。
【請求項６】
　Ｕ字状のエンクロージャを有するウェアラブルスピーカシステムであって、
　前記エンクロージャの第１端部領域には、第１スピーカユニットが配置され、
　前記エンクロージャの第２端部領域には、第２スピーカユニットが配置され、
　前記エンクロージャの前記第１端部領域と中央部領域の間および前記第２端部領域と前
記中央部領域の間は、前記エンクロージャの内部空間を分離する重りを中間に有する伸縮
可能な蛇腹部としてそれぞれ構成されており、
　前記第１スピーカユニットおよび前記第２スピーカユニットが、前記第１端部領域およ
び前記第２端部領域でそれぞれ開口するバスレフダクトを有していることを特徴とするウ
ェアラブルスピーカシステム。
【請求項７】
　前記エンクロージャを聴者の首に掛けた場合、前記開口部または前記バスレフダクトの
一端が前記聴者の耳の下方に位置することを特徴とする請求項１から６のいずれか１に記
載のウェアラブルスピーカシステム。
【請求項８】
　前記エンクロージャを聴者の首に掛けた場合、前記第１スピーカユニットおよび前記第
２スピーカユニットそれぞれが前記聴者の上胸に位置することを特徴とする請求項１から
７のいずれか１に記載のウェアラブルスピーカシステム。
【請求項９】
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　前記エンクロージャの前記Ｕ字状の内側に弾力性のあるアーチ状部材を備えていること
を特徴とする請求項１から８のいずれか１に記載のウェアラブルスピーカシステム。
                                                                                
    
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ウェアラブルスピーカシステムに関し、詳しくは、聴者が耳以外の部分に装
着して使用するウェアラブルスピーカシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　音声を出力するスピーカシステムとして、例えばテレビジョン受信機などに内蔵されて
いるものがある。しかし、内蔵されているスピーカシステムのスピーカは、大きな口径を
有さず大音量が得られず、また、低音の再生が十分に行えず臨場感が不足する場合がある
。臨場感を得るためには、大口径スピーカを有するスピーカシステムやヘッドフォンが使
用される場合が多い。
【０００３】
　大口径スピーカを有するスピーカシステムを用いる場合には、ある程度の空間の広さが
必要であり、このため、移動しながら音楽などを楽しむということには向いていない。ヘ
ッドフォンを用いる場合には、移動しながら音楽などを楽しむことはできるが、ヘッドフ
ォンを用いる聴者は、周りの音が聞こえなくなる問題がある。
　また、ヘッドフォンの場合は、音像が聴者の頭内に定位するために長時間の使用により
疲労感を感じる問題もある。
　さらに、低音の音圧を耳だけではなく、振動を通じて身体で感じることが臨場感を高め
るために重要であるが、スピーカシステムを用いても小音量の場合や、ヘッドフォンを用
いる場合には、実現が困難であるという問題もある。
【０００４】
　以上の問題を解消するため、特許文献１には、聴者の体に装着し、聴者の耳を塞がない
、首掛け式のウェアラブルスピーカ装置が開示されており、スピーカが聴者の顎の下に位
置するとともに耳の方向を向くようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２０１０８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述のように特許文献１に記載のウェアラブルスピーカシステムにおいては、振動を通
じて低音の音圧を聴者の身体に伝える機構を含む、低音の再生に関する機構が備えられて
いない。
【０００７】
　本発明は、上述のような実情に鑑みてなされたものであり、低音の再生と同時に、低音
の音圧を聴者の身体に伝えることによってより高い臨場感が得られるウェアラブルスピー
カシステムを提供することをその目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の技術手段は、Ｕ字状のエンクロージャを有
するウェアラブルスピーカシステムであって、前記エンクロージャの第１端部領域には、
第１スピーカユニットが配置され、前記エンクロージャの第２端部領域には、第２スピー
カユニットが配置され、前記エンクロージャの中央部領域と前記第１端部領域との間およ
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び前記中央部領域と前記第２端部領域との間は、重りを中間に有する伸縮可能な蛇腹部と
してそれぞれ構成されており、前記エンクロージャの前記中央部領域が、前記第１スピー
カユニットおよび前記第２スピーカユニット側に位置する低音放出用の開口部を備えてい
ることを特徴としたものである。
【０００９】
　第２の技術手段は、第１の技術手段において、前記エンクロージャの前記中央部領域と
前記第１端部領域との間および前記中央部領域と前記第２端部領域との間を固定的に保持
する外面構造が、前記蛇腹部の周囲を含む一定の範囲に形成されていることを特徴とする
ものである。
【００１０】
　第３の技術手段は、第１または第２の技術手段において、前記重りが、連通口を備え、
該連通口が、前記重りの一端または両端から所定の長さで突き出ているダクトから構成さ
れることを特徴としたものである。
【００１１】
　第４の技術手段は、第１から第３のいずれか１の技術手段において、前記エンクロージ
ャが、前記中央部領域において、内部空間を分離する隔壁を備えていることを特徴とした
ものである。
【００１２】
　第５の技術手段は、第１から第４のいずれか１の技術手段において、前記エンクロージ
ャの前記中央部領域から、前記エンクロージャの外部に突き出て、前記第１スピーカユニ
ットおよび前記第２スピーカユニットに沿ってそれぞれ延伸するバスレフダクトを有し、
それぞれの前記バスレフダクトの終端が前記第１スピーカユニットおよび前記第２スピー
カユニット付近で開口していることを特徴としたものである。
【００１３】
　第６の技術手段は、Ｕ字状のエンクロージャを有するウェアラブルスピーカシステムで
あって、前記エンクロージャの第１端部領域には、第１スピーカユニットが配置され、前
記エンクロージャの第２端部領域には、第２スピーカユニットが配置され、前記エンクロ
ージャの前記第１端部領域と中央部領域の間および前記第２端部領域と前記中央部領域の
間は、前記エンクロージャの内部空間を分離する重りを中間に有する伸縮可能な蛇腹部と
してそれぞれ構成されており、前記第１スピーカユニットおよび前記第２スピーカユニッ
トが、前記第１端部領域および前記第２端部領域でそれぞれ開口するバスレフダクトを有
していることを特徴としたものである。
【００１４】
　第７の技術手段は、第１から第６のいずれか１の技術手段において、前記エンクロージ
ャを聴者の首に掛けた場合、前記開口部または前記バスレフダクトの一端が前記聴者の耳
の下方に位置することを特徴としたものである。
【００１５】
　第８の技術手段は、第１から第７のいずれか１の技術手段において、前記エンクロージ
ャを聴者の首に掛けた場合、前記第１スピーカユニットおよび前記第２スピーカユニット
それぞれが前記聴者の上胸に位置することを特徴としたものである。
【００１６】
　第９の技術手段は、第１から第８のいずれか１の技術手段において、前記エンクロージ
ャの前記Ｕ字状の内側に弾力性のあるアーチ状部材を備えていることを特徴としたもので
ある。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、低音の再生と同時に、低音の音圧を身体に伝えることによってより高
い臨場感を得ることができるウェアラブルスピーカシステムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
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【図１】本発明の実施形態１に係るウェアラブルスピーカシステムの正面透視図である。
【図２】本発明の実施形態１に係るウェアラブルスピーカシステムの断面図である。
【図３】本発明の実施形態２に係るウェアラブルスピーカシステムの正面透視図である。
【図４】本発明の実施形態２に係るウェアラブルスピーカシステムの断面図である。
【図５】本発明の実施形態３に係るウェアラブルスピーカシステムの正面透視図である。
【図６Ａ】本発明の実施形態１に係るウェアラブルスピーカシステムの要部断面図である
。
【図６Ｂ】本発明の実施形態３に係るウェアラブルスピーカシステムの要部断面図である
。
【図７】本発明の実施形態３に係るウェアラブルスピーカシステムを説明するための図で
ある。
【図８】本発明の実施形態４に係るウェアラブルスピーカシステムの正面透視図である。
【図９】本発明の実施形態５に係るウェアラブルスピーカシステムの平常時および身体装
着時の正面透視図である。
【図１０】本発明の実施形態５に係るウェアラブルスピーカシステムの身体装着途中の正
面透視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照しながら、本発明のウェアラブルスピーカシステムに係る好適な実施
の形態について説明する。以下の説明において、異なる図面においても同じ符号を付した
構成は同様のものであるとして、その説明を省略する場合がある。なお、本発明はこれら
の実施形態での例示に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された事項の範囲
内および均等の範囲内におけるすべての変更を含む。また、複数の実施形態を説明するが
、組み合わせが可能である限り、実施形態は任意に組み合わせて実施することができる。
【００２０】
（第１の実施形態）
　図１は、第１の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００の正面透視図であ
る。ウェアラブルスピーカシステム１００は、エンクロージャ１０１を備える。エンクロ
ージャ１０１は、正面から見た場合、略Ｕ字形となっている。エンクロージャ１０１を正
面から見た場合の形状は、馬蹄形、∩字形などと表現することも可能である。エンクロー
ジャ１０１は、中央部から図１において左斜め下方および右斜め下方の両方向に延びる中
央部分である中央部領域１０１Cと、中央部領域１０１Cからエンクロージャ１０１の両先
端に向かって図１において下方に延びる部分である第１端部領域１０１Lおよび第２端部
領域１０１Rとを含む。第１端部領域１０１Lには、第１スピーカユニット１０２Lが、第
２端部領域１０１Rには、第２スピーカユニット１０２Rが配置されている。
【００２１】
　エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cは、第１スピーカユニット１０２Lおよび第
２スピーカユニット１０２R側にそれぞれ位置する低音放出用の第１開口部１０４Lと第２
開口部１０４Rとを備えている。
　そして、エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cと第１端部領域１０１Lとの間は、
第１重り１０５Lを中間に有する伸縮可能な第１蛇腹部１０７Lとして構成される。また、
第１蛇腹部１０７Lの周囲を含む一定の範囲には、エンクロージャ１０１の中央部領域１
０１Cと第１端部領域１０１Lとの間を固定的に保持する第１外面構造１１２Lが形成され
ている。
　第１重り１０５Lを両側から支える１組の第１蛇腹部１０７Lが伸縮可能に構成され、第
１重り１０５Lが重力により垂れ下がってしまうのを、第１外面構造１１２Lが防止してい
る。
　エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cと第２端部領域１０１Rとの間は、第２重り
１０５Rを中間に有する伸縮可能な第２蛇腹部１０７Rとして構成される。また、第２蛇腹
部１０７Rの周囲を含む一定の範囲には、エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cと第
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２端部領域１０１Rとの間を固定的に保持する第２外面構造１１２Rが形成されている。
　第２重り１０５Rを両側から支える１組の第２蛇腹部１０７Rが伸縮可能に構成され、第
２重り１０５Rが重力により垂れ下がってしまうのを、第２外面構造１１２Rが防止してい
る。
【００２２】
　第１スピーカユニット１０２Lは、内部に空洞を有する長尺形状を有する。長尺形状の
端部には、長尺形状の延在する向きとは垂直方向に向いている第１スピーカ１０３Lが備
えられている。また、長尺形状の別の端部は、図示しない開口を有し、開口は第１蛇腹部
１０７Lの一端と接続されている。そして、第１蛇腹部１０７Lの第１重り１０５Lを挟ん
で反対側の別の一端は、中央部領域１０１Cの内部空間と接続されている。
　また、エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cは、第１スピーカユニット１０２L側
に位置する低音放出用の第１開口部１０４Lを備えている。図１においては、第１スピー
カ１０３Lと第１開口部１０４Lとは同一の方向を向いているが、異なっていてもよい。
【００２３】
　第２スピーカユニット１０２Rは、内部に空洞を有する長尺形状を有する。長尺形状の
端部には、長尺形状の延在する向きとは垂直方向に向いている第２スピーカ１０３Rが備
えられている。また、長尺形状の別の端部は、図示しない開口を有し、開口は第２蛇腹部
１０７Rの一端と接続されている。そして、第２蛇腹部１０７Rの第２重り１０５Rを挟ん
で反対側の別の一端は、中央部領域１０１Cの内部空間と接続されている。
　また、エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cは、第２スピーカユニット１０２R側
に位置する低音放出用の第２開口部１０４Rを備えている。図１においては、第２スピー
カ１０３Rと第２開口部１０４Rとは同一の方向を向いているが、異なっていてもよい。　
【００２４】
　図２は、図１におけるＩ－Ｉ切断線における第１スピーカユニット１０２Lの先端から
第１蛇腹部１０７Lに至る手前までの断面図である。図２には、第１スピーカユニット１
０２Lの断面が示されている。なお、第２スピーカユニット１０２Rの先端から第２蛇腹部
１０７Rに至る手前までの断面図は、図２に示す第１スピーカユニット１０２Lと線対称で
あるため、図示は省略する。
【００２５】
　第１スピーカユニット１０２Lは、図２に向かって上方に向けられている第１スピーカ
１０３Lを有する。第１スピーカ１０３Lは、第１スピーカ１０３Lを構成するスピーカフ
レーム１０３ａと、スピーカフレーム１０３ａに支持される磁気回路１０３ｂと、磁気回
路１０３ｂとスピーカフレーム１０３ａとに接続される振動板１０３ｃとを有する。
　磁気回路１０３ｂは、図示しない磁石とボイスコイルとを備え、ボイスコイルは図示し
ないケーブルに接続され、ケーブルに供給される信号に応じて、振動板１０３ｃを振動さ
せ、音声を発生させる。
　また、第１スピーカ１０３Lの振動板１０３ｃが磁石とボイスコイルとの作用により振
動し音声を発生すると、音声に応じて第１スピーカユニット１０２Lの内部の気圧変動（
いわゆる背圧）が生じる。
　この気圧変動が、１組の第１蛇腹部１０７Lにより両側から支えられる第１重り１０５L

を第１スピーカユニット１０２Lの長尺形状の延在する向きに振動させることにより、図
１に示す中央部領域１０１Cの内部空間の気圧変動を生じさせ、第１開口部１０４Lから低
音が放出される。
　同様に、この気圧変動が、１組の第２蛇腹部１０７Rにより両側から支えられる第２重
り１０５Rを第２スピーカユニット１０２Rの長尺形状の延在する向きに振動させることに
より、図１に示す中央部領域１０１Cの内部空間の気圧変動を生じさせ、第２開口部１０
４Rから低音が放出される。
【００２６】
（第２の実施形態）
　図３は、本発明の第２の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００を正面か
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ら見た場合の正面透視図である。
【００２７】
　第２の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００は、基本的な構成は、上述
した第１の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００と同様であるが、以下の
点で異なる。
　すなわち、第１バスレフダクト１０８Lおよび第２バスレフダクト１０８Rが設けられ、
それぞれ、第１スピーカユニット１０２Lおよび第２スピーカユニット１０２Rの内部から
延伸し、第１および第２スピーカユニット１０２L，１０２Rのそれぞれに設けられた第１
開口部１０９Lおよび第２開口部１０９Rからエンクロージャ１０１の外部に開口する構成
になっている。
　なお、図３では示さないが、第１の実施形態と同様に、エンクロージャ１０１の中央部
領域１０１Cと第１端部領域１０１Lとの間および中央部領域１０１Cと第２端部領域１０
１Rとの間を固定的に保持する第１および第２外面構造１１２L，１１２Rが、第１および
第２蛇腹部１０７L，１０７Rの周囲を含む一定の範囲に形成されていてもよい。
【００２８】
　図４は、図３におけるＫ－Ｋ切断線における第１スピーカユニット１０２Lの先端から
第１蛇腹部１０７Lに至る手前までの断面図である。なお、第２スピーカユニット１０２R

の先端から第２蛇腹部１０７Rに至る途中までの断面図は、図４に示す第１スピーカユニ
ット１０２Lと線対称であるため、図示は省略する。
【００２９】
　このような第１スピーカユニット１０２Lおよび第２スピーカユニット１０２Rの構成に
よると、第１重り１０５Lおよび第２重り１０５Rが、第１蛇腹部１０７Lおよび第２蛇腹
部１０７Rに接続する第１スピーカユニット１０２Lおよび第２スピーカユニット１０２R

側の全面で上記背圧を受けることにより、第１蛇腹部１０７Lおよび第２蛇腹部１０７Rに
伝わる振動が増して、聴者は、低音の再生と同時に、低音の音圧をより大きな振動として
身体で感じることができる。
【００３０】
（第３の実施形態）
　図５は、本発明の第３の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００を正面か
ら見た場合の正面透視図である。
【００３１】
　第３の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００は、基本的な構成は、上述
した第１の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００と同様であるが、以下の
点で異なる。
　すなわち、エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cと第１端部領域１０１Lとの間は
、連通口を備えた第１重り１０５Lを中間に有する伸縮可能な第１蛇腹部１０７Lとして構
成される。また、上記連通口は、第１重り１０５Lの連通口の一端または両端から所定の
長さで突き出ている第１ダクト１０６Lから構成される。
　エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cと第２端部領域１０１Rとの間は、連通口を
備えた第２重り１０５Rを中間に有する伸縮可能な第２蛇腹部１０７Rとして構成される。
また、上記連通口は、第２重り１０５Rの連通口の一端または両端から所定の長さで突き
出ている第２ダクト１０６Rから構成される。
【００３２】
　第１スピーカユニット１０２Lは、内部に空洞を有する長尺形状を有する。長尺形状の
端部には、長尺形状の延在する向きとは垂直方向に向いている第１スピーカ１０３Lが備
えられている。また、長尺形状の別の端部は、図示しない開口を有し、開口は第１蛇腹部
１０７Lの一端と接続されている。そして、第１蛇腹部１０７Lの第１重り１０５Lを挟ん
で反対側の別の一端は、中央部領域１０１Cの内部空間と接続されている。
　第１スピーカユニット１０２Lの上記開口は、第１蛇腹部１０７Lの上記一端と接続して
いることにより、１組の第１蛇腹部１０７Lに両端を挟まれた第１重り１０５Lの一端また
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は両端から所定の長さで突き出ている第１ダクト１０６Lを通じて、第１蛇腹部１０７Lの
第１重り１０５Lを挟んで反対側の別の一端に接続している中央部領域１０１Cの内部空間
と連通している。
　これにより、第１スピーカユニット１０２Lと中央部領域１０１Cの内部空間との間で、
第１ダクト１０６Lを通じて、空気の移動が可能となっている。
　また、エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cは、第１スピーカユニット１０２L側
に位置する低音放出用の第１開口部１０４Lを備えている。図５においては、第１スピー
カ１０３Lと第１開口部１０４Lとは同一の方向を向いているが、異なっていてもよい。
【００３３】
　第２スピーカユニット１０２Rは、内部に空洞を有する長尺形状を有する。長尺形状の
端部には、長尺形状の延在する向きとは垂直方向に向いている第２スピーカ１０３Rが備
えられている。また、長尺形状の別の端部は、図示しない開口を有し、開口は第２蛇腹部
１０７Rの一端と接続されている。そして、第２蛇腹部１０７Rの第２重り１０５Rを挟ん
で反対側の別の一端は、中央部領域１０１Cの内部空間と接続されている。
　第２スピーカユニット１０２Rの上記開口は、第２蛇腹部１０７Rの上記一端と接続して
いることにより、１組の第２蛇腹部１０７Rに両端を挟まれた第２重り１０５Rの一端また
は両端から所定の長さで突き出ている第２ダクト１０６Rを通じて、第２蛇腹部１０７Rの
第２重り１０５Rを挟んで反対側の別の一端に接続している中央部領域１０１Cの内部空間
と連通している。
　これにより、第２スピーカユニット１０２Rと中央部領域１０１Cの内部空間との間で、
第２ダクト１０６Rを通じて、空気の移動が可能となっている。
　また、エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cは、第２スピーカユニット１０２R側
に位置する低音放出用の第２開口部１０４Rを備えている。図５においては、第２スピー
カ１０３Rと第２開口部１０４Rとは同一の方向を向いているが、異なっていてもよい。
　なお、図５では示さないが、第１の実施形態と同様に、エンクロージャ１０１の中央部
領域１０１Cと第１端部領域１０１Lとの間および中央部領域１０１Cと第２端部領域１０
１Rとの間を固定的に保持する第１および第２外面構造１１２L，１１２Rが、第１および
第２蛇腹部１０７L，１０７Rの周囲を含む一定の範囲に形成されていてもよい。
【００３４】
　図５におけるＩ－Ｉ切断線における第１スピーカユニット１０２Lの先端から第１蛇腹
部１０７Lに至る手前までの断面図は、図２と同様であるため、図示は省略する。
　なお、第２スピーカユニット１０２Rの先端から第２蛇腹部１０７Rに至る手前までの断
面図は、図２に示す第１スピーカユニット１０２Lと線対称であるため、これについても
図示は省略する。
【００３５】
　図６Ａは、第１の実施形態に係る図１におけるＪ－Ｊ切断線における第１スピーカユニ
ット１０２Lの長尺形状の別の端部から、第１重り１０５Lを挟む１組の第１蛇腹部１０７

Lを通じて、中央部領域１０１Cの内部空間に至るまでの要部断面図である。図６Ａには、
第１スピーカユニット１０２Lの一部、第１重り１０５L、第１蛇腹部１０７L、中央部領
域１０１Cの一部および第１開口部１０４Lの断面が示されている。
　なお、第２スピーカユニット１０２Rの長尺形状の別の端部から、第２重り１０５Rを挟
む１組の第２蛇腹部１０７Rを通じて、中央部領域１０１Cの内部空間に至るまでの要部断
面図は、図６Ａに示す要部断面図と同様の構成であるため、図示は省略する。
　また、第２の実施形態について、第１蛇腹部１０７Lとその両端付近の構成は、第１開
口部１０４Lがエンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cの第１スピーカユニット１０２

L側の位置に設けられていない点以外では、第１の実施形態と共通し、第２の実施形態に
おける上記構成の要部断面図は、図６Ａと略同様である。
【００３６】
　第１の実施形態に係る図６Ａに対し、第３の実施形態に係る図６Ｂは、図５におけるＬ
－Ｌ切断線における第１スピーカユニット１０２Lの長尺形状の別の端部から、第１重り
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１０５Lを挟む１組の第１蛇腹部１０７Lを通じて、中央部領域１０１Cの内部空間に至る
までの要部断面図である。図６Ｂには、第１スピーカユニット１０２Lの一部、第１重り
１０５L、第１ダクト１０６L、第１蛇腹部１０７L、中央部領域１０１Cの一部および第１
開口部１０４Lの断面が示されている。
　なお、第２スピーカユニット１０２Rの長尺形状の別の端部から、第２重り１０５Rを挟
む１組の第２蛇腹部１０７Rを通じて、中央部領域１０１Cの内部空間に至るまでの要部断
面図は、図６Ｂに示す要部断面図と同様の構成であるため、図示は省略する。
【００３７】
　上述のように、第１スピーカ１０３Lの振動板１０３Cが振動し、音声が発生すると、発
生した音声は、第１ダクト１０６Lを通じて、第１開口部１０４Lからエンクロージャ１０
１の外部に放出され、低音部分が強調されて聴者の耳に届く。
　一方、第１ダクト１０６Lから構成される連通口の周りの第１重り１０５Lの面に、上記
背圧が掛かることにより、第１重り１０５Lを挟む第１蛇腹部１０７Lが、第１スピーカユ
ニット１０２Lの長尺形状の延在する向きに振動し、聴者は、低音の再生と同時に、低音
の音圧を振動として身体で感じることができる。
【００３８】
　ここで、第１ダクト１０６Lの径と長さは、強調したい低音に応じて決定される。また
、第１ダクト１０６Lの径が大きくなると、第１重り１０５Lの連通口の周りの面の表面積
が相対的に小さくなることから、上記振動は小さくなる。一方、第１ダクト１０６Lの径
が小さくなると、第１重り１０５Lの連通口の周りの面の表面積が相対的に大きくなるこ
とから、上記振動は大きくなる。
　さらに、第１重り１０５L自体の重さによっても、上記振動の周波数は変化する。すな
わち、第１重り１０５Lを重くすると、上記振動の周波数は低くなり、第１重り１０５Lを
軽くすると、上記振動の周波数は高くなる。
【００３９】
　図７は、聴者の首の後ろからウェアラブルスピーカシステム１００を掛け、エンクロー
ジャ１０１の中央部領域１０１Cが首の後方から首を取り巻くように位置し、第１スピー
カユニット１０２Lおよび第２スピーカユニット１０２Rが首の前方に位置するようにした
状態（首掛け状態）を示す図である。
【００４０】
　首掛け状態において、第１スピーカ１０３Lおよび第２スピーカ１０３Rから音声を発生
させると、上述のように、振動板１０３ｃが発生する音声は、第１ダクト１０６Lおよび
第２ダクト１０６Rを通じて第１開口部１０４Lおよび第２開口部１０４Rからエンクロー
ジャ１０１の外部に放出される。
　すなわち、第１開口部１０４Lに、第１スピーカ１０３Lの振動板１０３ｃにより発生す
る音声の主に低周波成分に応じた空気の出入りが発生し、この空気の出入りにより低音が
聴者に伝わることになる。また、同様に、第２開口部１０４Rからの空気の出入りにより
低音が聴者に伝わることになる。
　したがって、第１開口部１０４Lおよび第２開口部１０４Rにより、聴者は高い臨場感を
得ることができる。第１開口部１０４Lおよび第２開口部１０４Rにより、さらに高い臨場
感を得るためには、第１開口部１０４Lおよび第２開口部１０４Rのそれぞれは、聴者の左
右の耳ＹLおよびＹRの下方に位置するようになっていることが好ましい。
【００４１】
　また、首掛け状態において、第１スピーカユニット１０２Lおよび第２スピーカユニッ
ト１０２Rが、聴者の上胸の部位、例えば鎖骨周辺や乳房の上部、に位置することにより
、聴者は体の前方で第１スピーカユニット１０２Lおよび第２スピーカユニット１０２Rの
振動も感じることができ、臨場感を得ることができる。
【００４２】
　エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cと、第１スピーカユニット１０２Lの内部お
よび第２スピーカユニット１０２Rの内部とは、それぞれ第１ダクト１０６Lおよび第２ダ
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クト１０６Rを通じて連通しているので、第１スピーカ１０３Lにより発生する音声に応じ
た気圧変動がエンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cを経由して第２スピーカユニッ
ト１０２R側へも伝わり、第２スピーカユニット１０２Rや第２スピーカ１０３Rの振動板
１０３ｃを振動させ、また、第２スピーカ１０３Rにより発生する音声に応じた気圧変動
がエンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cを経由して第１スピーカユニット１０２L側
へも伝わり、第１スピーカユニット１０２Lや第１スピーカ１０３Lの振動板１０３ｃを振
動させることになる。
　また、第１スピーカ１０３Lおよび第２スピーカ１０３Rにより発生する音声に応じた気
圧変動は、第１開口部１０４Lおよび第２開口部１０４Rからエンクロージャ１０１の外部
へと伝わる。
　したがって、聴者の左耳ＹLには、第１スピーカ１０３Lによる音声のみならず上記の気
圧変動による第１スピーカユニット１０２Lの振動や第１スピーカ１０３Lの振動板１０３
ｃの振動によってある程度の第２スピーカ１０３Rから発生している音声も混合して聞こ
え、また、右耳ＹRには、第２スピーカ１０３Rによる音声のみならずある程度の第１スピ
ーカ１０３Lによる音声も混合して聞こえることになる。これにより、聴者は、音像の定
位位置が頭内から前方に位置したように感じ、さらに高い臨場感を得ることができる。
　ただし、エンクロージャ１０１が、中央部領域１０１Cにおいて、内部空間を分離する
隔壁を備えている構成とすることもできる。この場合、隔壁により、第１スピーカユニッ
ト１０２Lおよび第２スピーカユニット１０２Rにより発生する音声の左右の分離特性が高
じることによる所謂メリハリの利いた音声を聴者は聞くことができる。
【００４３】
　以上のように、本実施形態によれば、第１スピーカユニット１０２Lおよび第２スピー
カユニット１０２Rそれぞれの内部と連通した第１ダクト１０６Lおよび第２ダクト１０６

Rにより、低音の再生が可能となり、聴者はより高い臨場感を得ることができる。
【００４４】
　また、第１スピーカ１０３Lおよび第２スピーカ１０３Rにより発生する音声が、第１重
り１０５Lおよび第２重り１０５Rと共に第１蛇腹部１０７Lおよび第２蛇腹部１０７Rを振
動させ、低音の再生と同時に、低音の音圧を振動として聴者の身体に伝えることで、聴者
はより高い臨場感を得ることができる。
【００４５】
　また、ヘッドフォンとは異なり、聴者の耳を塞がないので、音像が聴者の頭内に定位す
ることがなく、聴者が疲労感を感じることが少なくなる。さらに、聴者は、周囲の音を聞
くことができるので危険などを避けるために周囲に注意を払うことができる。
　また、ウェアラブルスピーカシステム１００を首掛け状態とすることにより、耳に近い
位置に第１スピーカ１０３Lおよび第２スピーカ１０３Rなどが配置されるので、聴者が移
動しても音場が変化することがなく、小さな音量でも十分な音圧を得ることができる。
【００４６】
　以上のような本実施形態のウェアラブルスピーカシステム１００の使用場面としては、
音楽再生装置、スマートフォンまたはタブレット型端末と組み合わせて音楽などを聞いた
り、スマートフォンやタブレット端末の画面に表示される動画を音声付で視聴したりする
場面が挙げられる。
　また、高齢者などにおいて、聴力の衰えにより聞きとりにくかったテレビの音声をウェ
アラブルスピーカシステム１００により耳元で再生することもできる。
　また、バーチャルリアリティーやオグメンティッドリアリティのシステムと組み合わせ
ることにより、視覚および聴覚ならびに振動による身体感覚、すなわち触覚を通して高い
臨場感を得ることもできる。
【００４７】
（第４の実施形態）
　図８は、本発明の第４の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００を正面か
ら見た場合の正面透視図である。
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【００４８】
　第４の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００は、基本的な構成は、上述
した第３の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００と同様であるが、以下の
点で異なる。
　すなわち、エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cから、エンクロージャ１０１の
外部に突き出て、第１スピーカユニット１０２Lおよび第２スピーカユニット１０２Rに沿
って延伸する第３バスレフダクト１１０Lおよび第４バスレフダクト１１０Rが更に設けら
れ、第３および第４バスレフダクト１１０L，１１０Rの終端が、第１および第２スピーカ
ユニット１０２L，１０２R付近でそれぞれ開口する、低音放出用の第３開口部１１１Lお
よび第４開口部１１１Rを備えている。
【００４９】
　このような第３および第４バスレフダクト１１０L，１１０Rの終端が第１および第２ス
ピーカユニット１０２L，１０２R付近でそれぞれ開口する第３および第４開口部１１１L

，１１１Rを有する構成によると、聴者の耳により近い位置でも低音の再生が可能となり
、聴者はより高い臨場感を得ることができる。
　なお、本実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００は、図８において、第１
および第２開口部１０４L，１０４Rと、第３および第４開口部１１１L，１１１Rとをいず
れも有しているが、第３および第４開口部１１１L，１１１Rのみを有する構成としてもよ
い。
　また、図８では示さないが、第１の実施形態と同様に、エンクロージャ１０１の中央部
領域１０１Cと第１端部領域１０１Lとの間および中央部領域１０１Cと第２端部領域１０
１Rとの間を固定的に保持する第１および第２外面構造１１２L，１１２Rが、第１および
第２蛇腹部１０７L，１０７Rの周囲を含む一定の範囲に形成されていてもよい。　
【００５０】
（第５の実施形態）
　図９および図１０は、本発明の第５の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１
００を正面から見た場合の正面透視図である。
【００５１】
　第５の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００は、基本的な構成は、上述
した第３の実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００と同様であるが、以下の
点で異なる。
　すなわち、本実施形態に係るウェアラブルスピーカシステム１００は、Ｕ字型の内側に
弾力性のある素材で構成されるアーチ状部材１１２を有する。アーチ状部材１１３は、例
えば、エンクロージャ１０１の中央部領域１０１Cと、第１スピーカユニット１０２Lおよ
び第２スピーカユニット１０２Rとに設けられた固定部材１１４により、ウェアラブルス
ピーカシステム１００に固定される。
　このようなアーチ状部材１１２を有する構成によると、ウェアラブルスピーカシステム
１００は、図９に示される状態（平常時および身体装着時の状態）において、Ｕ字型を保
ちつつ、図１０に示される状態（身体装着途中の状態）において、第１蛇腹部１０７Lお
よび第２蛇腹部１０７Rを介して、第１スピーカユニット１０２Lと第２スピーカユニット
１０２Rとの間のＵ字型の内側の間隔を一時的に拡げることができ、聴者が首に掛けるの
が容易となる。
【符号の説明】
【００５２】
１００…ウェアラブルスピーカシステム、１０１…エンクロージャ、１０１C…中央部領
域、１０１L…第１端部領域、１０１R…第２端部領域、１０２L…第１スピーカユニット
、１０２R…第２スピーカユニット、１０３L…第１スピーカ、１０３R…第２スピーカ、
１０３ａ…スピーカフレーム、１０３ｂ…磁気回路（永久磁石とボイスコイル）、１０３
ｃ…振動板、１０４L…第１開口部、１０４R…第２開口部、１０５L…第１重り、１０５R

…第２重り、１０６L…第１ダクト、１０６R…第２ダクト、１０７L…第１蛇腹部、１０
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７R…第２蛇腹部、１０８L…第１バスレフダクト、１０８R…第２バスレフダクト、１０
９L…第１開口部、１０９R…第２開口部、１１０L…第３バスレフダクト、１１０R…第４
バスレフダクト、１１１L…第３開口部、１１１R…第４開口部、１１２L…第１外面構造
、１１２R…第２外面構造、１１３…アーチ状部材、１１４…固定部材。
                                                                                
    

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】 【図６Ａ】

【図６Ｂ】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月26日(2019.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｕ字状のエンクロージャを有するウェアラブルスピーカシステムであって、
　前記エンクロージャの第１端部領域には、第１スピーカユニットが配置され、
　前記エンクロージャの第２端部領域には、第２スピーカユニットが配置され、
　前記エンクロージャの中央部領域と前記第１端部領域の間および前記中央部領域と前記
第２端部領域の間は、重りを中間に有する伸縮可能な蛇腹部としてそれぞれ構成されてお
り、
　前記エンクロージャの前記中央部領域が、前記第１スピーカユニットおよび前記第２ス
ピーカユニット側に位置する低音放出用の開口部を備えていることを特徴とするウェアラ
ブルスピーカシステム。
【請求項２】
　前記エンクロージャの前記中央部領域と前記第１端部領域の間および前記中央部領域と
前記第２端部領域の間を固定的に保持する外面構造が、前記蛇腹部の周囲を含む一定の範
囲に形成されていることを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルスピーカシステム。
【請求項３】
　前記重りが、連通口を備え、該連通口が、前記重りの一端または両端から所定の長さで
突き出ているダクトから構成されることを特徴とする請求項１または２に記載のウェアラ
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ブルスピーカシステム。
【請求項４】
　前記エンクロージャが、前記中央部領域において、内部空間を分離する隔壁を備えてい
ることを特徴とする請求項１から３のいずれか１に記載のウェアラブルスピーカシステム
。
【請求項５】
　前記エンクロージャの前記中央部領域から、前記エンクロージャの外部に突き出て、前
記第１スピーカユニットおよび前記第２スピーカユニットに沿ってそれぞれ延伸するバス
レフダクトを有し、
　それぞれの前記バスレフダクトの終端が前記第１スピーカユニットおよび前記第２スピ
ーカユニット付近で開口していることを特徴とする請求項１から４のいずれか１に記載の
ウェアラブルスピーカシステム。
【請求項６】
　Ｕ字状のエンクロージャを有するウェアラブルスピーカシステムであって、
　前記エンクロージャの第１端部領域には、第１スピーカユニットが配置され、
　前記エンクロージャの第２端部領域には、第２スピーカユニットが配置され、
　前記エンクロージャの前記第１端部領域と中央部領域の間および前記第２端部領域と前
記中央部領域の間は、前記エンクロージャの内部空間を分離する重りを中間に有する伸縮
可能な蛇腹部としてそれぞれ構成されており、
　前記第１スピーカユニットおよび前記第２スピーカユニットが、前記第１端部領域およ
び前記第２端部領域でそれぞれ開口するバスレフダクトを有していることを特徴とするウ
ェアラブルスピーカシステム。
【請求項７】
　前記エンクロージャを聴者の首に掛けた場合、前記開口部の一端が前記聴者の耳の下方
に位置することを特徴とする請求項１から５のいずれか１に記載のウェアラブルスピーカ
システム。
【請求項８】
　前記エンクロージャを聴者の首に掛けた場合、前記バスレフダクトの一端が前記聴者の
耳の下方に位置することを特徴とする請求項５または６に記載のウェアラブルスピーカシ
ステム。
【請求項９】
　前記エンクロージャを聴者の首に掛けた場合、前記第１スピーカユニットおよび前記第
２スピーカユニットのそれぞれが前記聴者の上胸に位置することを特徴とする請求項１か
ら８のいずれか１に記載のウェアラブルスピーカシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の技術手段は、Ｕ字状のエンクロージャを有
するウェアラブルスピーカシステムであって、前記エンクロージャの第１端部領域には、
第１スピーカユニットが配置され、前記エンクロージャの第２端部領域には、第２スピー
カユニットが配置され、前記エンクロージャの中央部領域と前記第１端部領域の間および
前記中央部領域と前記第２端部領域の間は、重りを中間に有する伸縮可能な蛇腹部として
それぞれ構成されており、前記エンクロージャの前記中央部領域が、前記第１スピーカユ
ニットおよび前記第２スピーカユニット側に位置する低音放出用の開口部を備えているこ
とを特徴としたものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　第２の技術手段は、第１の技術手段において、前記エンクロージャの前記中央部領域と
前記第１端部領域の間および前記中央部領域と前記第２端部領域の間を固定的に保持する
外面構造が、前記蛇腹部の周囲を含む一定の範囲に形成されていることを特徴とするもの
である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　第７の技術手段は、第１から第５のいずれか１の技術手段において、前記エンクロージ
ャを聴者の首に掛けた場合、前記開口部の一端が前記聴者の耳の下方に位置することを特
徴としたものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　第８の技術手段は、第５または第６の技術手段において、前記エンクロージャを聴者の
首に掛けた場合、前記バスレフダクトの一端が前記聴者の耳の下方に位置することを特徴
としたものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　第９の技術手段は、第１から第８のいずれか１の技術手段において、前記エンクロージ
ャを聴者の首に掛けた場合、前記第１スピーカユニットおよび前記第２スピーカユニット
のそれぞれが前記聴者の上胸に位置することを特徴としたものである。
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